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運動負荷試験における負荷開始時 QTc測定についての有用性の検
討
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【目的】学校心臓検診の QTc延長に対する運動負荷心電図において、負荷終了後の心電図の有用性が報告されて
いる。今回、運動負荷開始時の QTc測定と負荷終了後の QTc測定が、 QTc延長のリスク評価に有用であるか、比
較検討したので報告する。【方法】対象は2007年から2014年までに学校心臓検診で QTc延長と診断され当科で
精査した50名(6歳3月-18歳1月、中央値12歳0月）。 Bruce protocolによりトレッドミル運動負荷心電図検査を
施行し、負荷前、負荷開始時、負荷終了直後、負荷終了後3分、6分の QTcの変化を検討し、 QTcの変化がリスク
検出に有効かを検討した。【結果】負荷開始時に QTcが延長し QTc延長診断基準を満たす症例は14例あり、負荷
前に比べて QTcは有意に延長していたが、負荷終了後3分、6分時の QTcは負荷前と有意差は認めなかった。一
方、負荷終了後に QTcが延長し診断基準を満たす症例は7例であったが、負荷前と比べて、 QTcの延長は有意で
はなかった。リスク層別化の検討では、 QTc延長高リスク群の鑑別には、負荷開始時の QTc延長が有用であった
が、負荷終了後は有用でなかった。【考察】従来の報告と異なり、今回の検討では、運動負荷終了後の QTcが安
静時心電図 QTcに比べて有意に延長しているという所見は得られなかった。一方、運動負荷開始時の QTc延長は
安静時心電図の QTcに比べて有意に延長しており、高リスク群の検出にも優れていた。運動負荷心電図の QTc測
定は負荷終了後だけではなく、負荷開始時の QTc延長についても検討するべきと考えられた。


